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《 論　　説 》
日本の競泳界を取り巻く環境の変化について
（2000～2008年）
～我が国における競泳種目の強化体制に関する研究の一環として～
平井　伯昌
1 ．はじめに
　日本競泳界は、近年開催されたオリンピック夏季大会において一定の成功を
収めている。競泳は我が国が夏季オリンピックにおいてコンスタントにメダル
獲得を期待できる数少ない競技であることは周知の通りである。
　このような競技成績面での成功は、近年の日本における競泳の普及及び強化
体制の成果であると言えよう。まず前者の普及はスイミングクラブによるとこ
ろが大きいが、日本でスイミングクラブが発足したのは、1964年に開催された
東京オリンピック後である。東京オリンピックでは、アメリカチームがドン・
ショランダーを代表とする、エージグループから強化された選手が大活躍をし
た。東京オリンピックまでは学校体育を中心とした強化体制であり、オール
シーズンでの選手強化は図られてはいなかったが、日本においても全国にスイ
ミングクラブが発足したことで、インフラとしての選手育成・強化機能が広
がっていった。現在、全国各地に1，000カ所に及ぶスイミングクラブが存在
し、競技目的、趣味、健康維持・向上など、目的は様々であるものの、多くの
国民が水泳を行っている。 
　図 1 は日本水泳連盟の競技者登録及び団体登録数の推移である。競技者・団
体ともに大きな増減はないが、オリンピックイヤーには登録数が増加傾向を見
せている。2007年以降は、中学・高校に通う選手がスイミングクラブにも通っ
ている場合、学校とスイミングクラブ各々にも登録が必要になったため、競技
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者登録数は増加し、10万人を突破した。
　トップレベルの競技者ではないマスターズ競泳の人口も、同じ期間において
増加傾向にあった。マスターズの登録は競泳選手登録とは異なり、日本マス
ターズ協会にて行われている。図 2 はマスターズ選手登録数とチーム数の推移
であるが、競技者数・チーム数は共に2000年以降、右肩上がりで増加し、2002
年には 4 万人、2007年には 4 万 5 千を突破した。競泳選手とマスターズ選手を
合わせた登録数を考えると、2007年は15万人を突破し、競技人口の面だけに特
化しても競泳は普及が進んでいると言ってよいだろう。
　このようにインフラとしてのスイミングクラブの普及と、これに伴う競技人
口の増加が、日本競泳界の国際大会での成功の背景にあった。次に強化体制に
ついて述べるが、重要なものとして以下の 2 点が挙げられる。
　 1 ）世界レベルの経験
　 2 ）海外に負けない組織的な強化体制
　2008年のオリンピック北京大会では、男子400m メドレーリレーを除いた日
本代表メダリストの全てが2004年以前のオリンピック経験者であったことから
図 1 　日本水泳連盟・競技者登録及び団体登録数の推移
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も、オリンピックなどの国際大会においては、世界レベルでの経験が重要であ
ることは疑いのない事実である。
　また、アメリカでは、大学に世界中の優秀なスイマーが奨学制度で集まり、
複数の世界記録保持者・金メダリスト・メダリストが一緒に練習を行ってい
る。そのため、アメリカ以外のオリンピック代表選手が多数輩出されることも
珍しくはない。チーム内で優秀な選手が切磋琢磨し、指導するコーチのスキル
も向上しやすい。ヨーロッパにおいては、ヘッドコーチがナショナルトレーニ
ングセンターで優秀な国内の選手を集めて指導を行っている国も存在する。
　一方、日本ではスイミングクラブや学校でコーチが独自に育成してきた選手
を、世界レベルへ強化することが通常である。日本の強化体制の優れた点は、
選手個々に合わせた指導をコーチが実践しているところだが、一方の問題点と
しては、優秀なコーチが複数のオリンピアン・メダリストを指導する機会は少
なく、経験が不足していること、優秀な選手が無料で使用できるトレーニング
設備が特に地方で少ないことなどを指摘しなければならない。今後、日本競泳
界が継続してメダル獲得を達成していくためには、次世代を見据え、コーチン
グのレベルアップのみならず、トレーニング設備・コーチングスタッフ・活動
図 2 　競泳マスターズ選手・チーム数の推移
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資金面を兼ね備えたメダリストを輩出する強化体制の発展が必要である。
　このような背景を踏まえると、今後日本競泳界がさらなる成功を収めるため
には、特に強化体制の在り方について、学術的な研究が必要であると考える。
これまで、競泳に限らず様々なスポーツ種目において、競技成績の向上のため
のトレーニング手法や、トレーニング効果について分析をした生理学分野や、
バイオメカニクス分野での研究が多く行われてきた。競泳分野における一例を
挙げると、岩原（2005（ 1））は、高地トレーニングなど、低酸素化でのトレーニ
ング効果が競泳の強化にとっては重要であると主張している。また、高木・工
藤（2006（ 2 ））は競泳動作などを分析し、その指導法などについての考察を行っ
ている。さらに、小林（2003（ 3））は、アメリカのトップレベルの競泳選手のト
レーニングプログラムに関して、競技・指導の現場での実践例を整理すること
で、競技力向上のためのノウハウを整理している。水泳トレーニングの技術書
としては、日本水泳連盟（4）（ 5）やアーネスト・W・マグリスコ（6）（ 7）などが、ト
レーニング技術の指導書として整理している。
　以上のように、競技パフォーマンス向上のための戦術ともいうべき、技術
書・トレーニング手法である運動生理学的分野や、バイオメカニクス分野個々
の研究について述べた文献は多くみられるものの、トップ選手をオリンピック
などの国際大会においてメダル獲得に導くための戦略的強化体制の確立に向け
た研究は存在しない。
　そこで、本研究においては、日本競泳界の戦略的な強化体制確立に向けた研
究の一環として、日本競泳を取り巻く環境の変化を考察することにしたい。研
究対象とする期間は、日本競泳界が継続的に金メダルを含む複数のメダルを獲
得できるように変容を遂げた2000年～2008年とした（8）。これによって、今後の
日本競泳界の強化体制の方向性を模索するうえでのヒントを、過去に遡って得
ることができると考える。
2 ．トップ選手のサポート体制の変化
　2000年のシドニーオリンピック頃までは、コーチは伝統的な日本のトレーニ
4 日本の競泳界を取り巻く環境の変化について（2000～2008年）〔平井　伯昌〕
（167）
ング方法を継承しつつ、海外からの情報を取り入れながら、独自のトレーニン
グ方法を生み出してきた。トップ選手に対するサポートは各所属先が独自に
行っていた。代表選手が所属する大学の中には競泳専属のスタッフを集めてい
るところもあったが、水中練習の専門家であるコーチが陸上トレーニングメ
ニューをも作成する必要があるなど、各専門家サポート体制が十分であったと
は言い難い。競泳チームはシドニーオリンピックで銀メダル 2 個・銅メダル 2
個を獲得したが、金メダル獲得のためには選手の一貫指導とサポート体制の確
立が期待されていた。
①　国立スポーツ科学センター（JISS）の完成
　そんな中、2001年 9 月・東京都北区西が丘に国立スポーツ科学センター
（JISS）が開所された。開所当時は研究施設としての要素が強く、練習拠点と
して利用する競技団体も競泳・シンクロ・体操・レスリングなど限られたもの
であった。
　競泳においては著者のクラブが地理的に近いことで、北島康介をはじめとし
た担当選手をクラブの練習拠点として開所当初から利用してきた。北島は福岡
世界選手権の200m 平泳ぎにおいて銅メダルを獲得した直後であり、目標であ
るアテネオリンピックでの金メダル獲得に向け、筋力トレーニングを本格的に
始める意向があった。著者がコーチとして以前担当していた岩原文彦氏が非常
勤研究員として勤務していたこと、彼の大学院の教授（浅見俊雄）がセンター
長をしていたこともあり、本格的なウェイトトレーニングを行う目的でトレー
ニング体育館の田村尚之氏の推薦を受けた。このことにより、競泳に対しての
JISS によるサポート体制が始まった。
　JISS は医療設備とリハビリ施設も備えており、故障の多かった北島康介に
とっては特に利用頻度の多い施設であった。
②　多分野サポート体制の確立
　著者のクラブでは1996年から前述の岩原氏（当時日本体育大学大学院生）に
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練習中の乳酸測定を依頼、97年からは当時ニコンに勤務していた河合正治氏に
水中カメラによる泳法撮影・ 1 ストローク中の速度変動図の作成を依頼してい
た。2000年シドニーオリンピック選考会に向けた高地合宿（アリゾナ州フラッ
グスタッフ）には岩原氏に帯同してもらい、練習中の泳ぎをビデオ撮影し分析
を行いながらトレーニングを進めていった。
　2002年以降は河合氏の水中撮影は継続しつつ、JISS の施設・研究員による
トータルサポート体制を確立した。強化スタッフは陸上トレーニング・田村
氏・桑井太陽氏、技術分析・窪康之氏、運動生理学・岩原氏、そして民間では
河合氏である。2002年著者のクラブによる日本選手権直前に行われた高地合宿
（アメリカ・アリゾナ州フラッグスタッフ）に、JISS から岩原氏・田村氏・桑
井氏が派遣された。また、同年開催されたパンパシフィック大会前の、スペイ
ン・シエラネバタにおける水泳連盟高地合宿後に、北島康介が右肘を故障した
ことから、以後は上記体制に加え、トップレベルのケアスタッフを帯同させる
ことで強化体制に厚みをもたせ選手のコンディション維持・向上を図った。
　その後はシーズンの反省会と、次シーズンに向けた目標設定・具体的な課題
克服方法などを JISS でミーティングし、サポート日程・内容を決定し、継続
的に体制の強化をしていった。
　03年以降は上記多分野サポート体制を、当時のヘッドコーチ・上野広冶氏の
決断により代表競泳チームに反映させ、海外合宿・大会に複数のサポートス
タッフを派遣し、データに基づく練習・レースタクティクス、高地トレーニン
グをはじめとするハードトレーニングに対する身体のケアを充実させた。北島
康介や中村礼子がアテネオリンピックと北京オリンピックで金メダル・銅メダ
ルの獲得といった成績が収められたのも、JISS を中心とした多分野サポート
体制を確立できたことが最大の成功要因である。
　2008年度、JISS ではマルチサポート事業を立ち上げた。「チーム北島」のサ
ポート体制を他競技団体でも実施できるようにするためである。
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3 ．選手寿命とコーチング期間の長期化
①　選手寿命の長期化
　著者が競泳日本代表チームにスタッフを務めていた中で実感した 2 つ目の変
化として、選手寿命の長期化が挙げられる。
　表 2 は1992年のオリンピックアトランタ大会から2008年の北京大会までの選
手団の平均年齢を示したものである。表からもわかるように、競泳日本代表選
手団の平均年齢は1992年のバルセロナ大会の18．8歳から、大会を重ねるごとに
上昇していることがわかる。
　2000年に開催されたシドニー大会においては、選手団の平均年齢が20．4 歳
であり、平均年齢が20歳を突破していることがわかる。2004年のアテネ大会で
は、平均年齢が21．9歳とシドニー大会に比べて1．5歳も上昇している。さら
に、2008年に開催された北京大会においては、選手団の平均年齢が22．7歳と一
般的には大学 4 年生にあたる22歳を突破している。つまり、日本代表選手団の
平均年齢が大学卒業後の年齢にまで上昇していることがわかる。
　さらに、競泳日本代表選手団のうち、各大会の個人種目でメダルを獲得した
選手の平均年齢を見ると、その平均年齢の上昇はより急激に進んでいることが
表 1 　JISS によるサポート体制の変容
時期 サポート内容
1996年 指導作成 乳酸測定
1997年 水中映像撮影
2000年 シドニー五輪
2001年 JISS 開所 ウエイト トレーニング 田村　尚之氏
理学療法 桑井　太陽氏
医学的サポート 奥脇　透氏
栄養サポート
バイオメカニクスサポート 窪　康之氏・高松潤二氏
2002年 ケアスタッフを海外合宿に帯同 白石鍼灸治療院
リフレッシュ指圧センター
2008年 マルチサポート事業立ち上げ
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わかる。1992年のバルセロナ大会では、当時中学生であった岩崎恭子が200m
平泳ぎで獲得した金メダルのみであったため、単純な比較参考にはならないも
のの、シドニー大会ではメダルを獲得した田島寧子が19歳、中村真衣が21歳、
中尾美樹が22歳で平均年齢は20．6歳、アテネ大会では、山本貴司が26歳、中西
悠子が23歳、柴田亜衣が22歳、中村礼子が22歳、北島康介が21歳、森田智己が
20歳であり、平均年齢が22．0歳と両大会ともにわずかながらも選手団全体の平
均を上回っていた。2008年に開催された北京大会においては、個人種目で 3 名
の選手がメダルを獲得したが、北島康介が25歳・中村礼子が26歳・松田丈志が
24歳と平均年齢が25歳と代表選手団全体の平均年齢を大きく上回っていること
がわかる。
　この平均年齢の変化の背景として、選手の競技レベル及び意識の向上がある
と考えられる。シドニー大会以前までは、競泳においてはオリンピックで 2 度
メダルを獲得することは非常に困難なことであった。実際に、シドニー大会の
個人種目メダリストでアテネ大会の代表に選出されている選手がいないことか
らもそれがわかるであろう。しかし、アテネ大会でメダルを獲得した 6 名のう
ち、 3 名は 4 年後の北京大会の日本代表に選出されており、そのうち 2 名はメ
ダルも獲得している。
表 2 　オリンピックにおける平均年齢の推移
大会 開催年
競泳日本代表
平均年齢
メダリスト平均年齢
（個人種目）
メダル獲得人数
（個人種目）
バルセロナ 1992年 18．8歳 14．0歳 1 名
アトランタ 1996年 19．5歳 なし 0 名
シドニー 2000年 20．4歳 20．6歳 3 名
アテネ 2004年 21．9歳 22．0歳 6 名
北京 2008年 22．7歳 26．0歳 3 名
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②　コーチング期間の長期化
　選手寿命の長期化に伴い、長期強化プランをもったコーチングが必要になっ
てくる。下記の表 3 はオリンピック北京大会の代表選手が、代表に選出された
時のコーチに指導を受けた年数を示したものである。
　 5 年以上の指導を受けている選手は17名であり、大学在籍期間を上回るもの
が大半を占めていることがわかる。指導年数が 1 年の選手は大学を卒業して所
属の変わった選手、クラブの中で担当コーチの変わった選手である。指導年数
2 年の選手はクラブの中で担当の変わった選手、所属が変わった選手、大学入
学 2 年目の選手である。中には同じコーチに10年以上の指導を受けている選手
が 4 名おり、その中から 2 名のオリンピックメダリストが輩出されている（北
島・松田）。その他のメダリストは指導年数 5 年の中村である。
　このように選手寿命の長期化とともに、コーチングの長期計画も必要になっ
てきている。上記のようにメダルを獲得する、連続してメダルを獲得するなど
選手レベルを向上させるためには、長期的な展望をもった一貫指導が必要であ
ると考えられる。
　北島康介は、著者が指導を始めた14歳から 8 年計画で金メダルを獲得するこ
とができたことからも、選手を世界レベルで確実に活躍させるためには、長期
的視野を持った計画を立て、選手を指導する各分野の専門家が力を発揮するこ
とが必要不可欠になってきている。
　2008年からは日本水泳連盟主催によるエリート小学生合宿も開始され、ジュ
ニア選手を担当するコーチに対しても、指導スキルや長期的視野に基づいた
コーチングアプローチを啓蒙する機会が設けられた。
表 3 　北京オリンピック代表選手の継続指導年数
指導年数 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10年以上
選手数 2 名 4 名 3 名 5 名 6 名 3 名 2 名 2 名 0 名 4 名
メダル獲得者 1 名 2 名
※メダル獲得者は個人種目に限定
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4 ．所属先の多様化
　選手寿命が長期化し、大学卒業後も活躍する選手の増加に伴い、競技継続の
基盤となる選手の所属先が多様化したことも、2000年から2008年に見られた大
きな変化の 1 つとして挙げられる。表 4 は1992年のバルセロナ大会以降のオリ
ンピック出場選手の所属先ごとの人数の推移である。
　前述したように、バルセロナからシドニー大会までのオリンピック選手の平
均年齢が20 歳以下もしくは前後であったことからもわかるように、大学生と
スイミングクラブの生徒が中心であった。平均年齢が21歳を超えたアテネ大会
では、スイミングクラブの社員、22歳を超えた北京大会では、スポーツメー
カーの社員・プロ選手といった所属先が現れた。
表 4 　オリンピック出場選手の所属先の推移
大会 開催年 メーカー 大学
SC
プロ その他 合計
学生 社員
バルセロナ 1992年 7 名 17名 0 名 24名
アトランタ 1996年 1 名 22名 0 名 3 名 26名
シドニー 2000年 5 名 14名 0 名 2 名 21名
アテネ 2004年 3 名 13名 2 名 2 名 20名
北京 2008年 5 名 3 名 9 名 9 名 1 名 4 名 31名
※　その他・・・自衛隊体育学校・一般企業所属の選手
　著者の経験で言えば、中村礼子はアテネオリンピックでメダルをとった後、
2005年 4 月に東京スイミングセンターに就職をし、北京オリンピックを目指
し、二大会連続銅メダルという成績を納めた。また北島康介は2002年までは
コーチである著者がマネジメントを兼任していたが、2003年バルセロナ世界選
手権で北島康介が世界新記録で優勝した年から、マネジメント会社にスケ
ジュール管理と肖像権の委託をはじめ、競泳界では初となるプロ選手となっ
た。
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5 ．おわりに
　本研究では、著者が競泳代表チームのスタッフとして関わってきた経験か
ら、2000～2008年における日本競泳界を取り巻く環境の変化を述べた。
　この時期の変化が一つの礎となって、現在、日本の競泳界はオリンピックや
世界選手権でコンスタントにメダルを獲得するという結果を出している。しか
しながら、競泳界を取り巻く環境は世界的に常に変化をとげ、各国とも競泳に
限定した技術力のみならず、マネジメント力の強化が図られている。こうした
外部環境に対応し、本質的に強い選手を育ててゆくためには水泳の技術向上の
みならず、バイオメカニクス・運動生理学・ウェイトトレーニング・理学療法
士・鍼灸士といった多分野サポート体制をしいた上で、さらに全体をマネジメ
ントしてゆく組織づくりとその運営が求められている。
文献および注
（ 1）　岩原 文彦，競泳の低酸素トレーニング（特集 高地（低酸素）トレーニング），トレー
ニング科学 Journal of training science for exercise and sport,Vol.17, No. 3  （2005） pp. 161～
166，日本トレーニング科学会
（ 2）　高木 英樹，工藤 重忠，競泳動作とその指導・トレーニング（特集 動きの指導・トレー
ニングとバイオメカニクス），トレーニング科学 Journal of training science for exercise and 
sport, Vol.18, No. 4  （2006） pp. 329～337，日本トレーニング科学会
（ 3）　小林 宜義，水泳――アメリカのトップレベルの競泳プログラミングを学んで（特集 
プログラムデザイン――基礎から実践まで）――（競技現場での実践例），月刊トレー
ニング・ジャーナル，Vol.25, No. 4  （2003/ 4 ）, pp. 29～31，ブックハウス・エイチディ
（ 4）　日本水泳連盟，水泳コーチ教本（第二版），大修館書店，2006 6 ．
（ 5）　日本水泳連盟，水泳指導教本（第二版），大修館書店，2005 7 ．
（ 6）　アーネスト・W・マグリスコ，キャシー・ファーガソン ブレナン（著），柴田義 晴，
北川幸夫，吉村豊（翻訳），マグリスコの水泳教本―泳力アップのトレーニング法，大
修館書店，1990 8 ．
東洋法学　第60巻第 2 号（2016年12月） 11
（160）
（ 7）　アーネスト・W・マグリスコ（原著）高橋繁浩，鈴木大地（翻訳），スイミング・ファ
ステスト，ベースボールマガジン社，2005
（ 8）　著者はコーチングスタッフとして2000年のオリンピックシドニー大会から、競泳日本
代表チームに参加し、以降、現在までコーチを務めている。著者がナショナルチームに
参加してから、とりわけ2008年までの間に競泳ナショナルチームを取り巻く環境が変化
することを体験していた。
―ひらい　のりまさ・法学部准教授―
12 日本の競泳界を取り巻く環境の変化について（2000～2008年）〔平井　伯昌〕
（159）
